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１．概要（Summary） 

ハードディスクドライブに係る新しい成膜方法による高

集積化に阻害となるパーティクルの発生状況を、シリコン

ウエハ表面上でゴミ検査装置を用いて定量的に評価する

ことによって、環境負荷への低減技術を確立する。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

ウェハゴミ検査装置 
 

【実験方法】 
ウエハカセット内に収納したウエハをゴミ検査装置用カ

セットに移し替え、測定条件を標準仕様から変更すること

なく、自動測定を行った。測定結果は装置に設置された

モニターに表示されるとともに、同じく設置のプリンターに

出力された。環境負荷に対する定量的な結果の検討およ

び評価はプリンターに出力されたパーティクル数によって

行った。パーティクル数は L、M、S というパーティクルの

大きさの範囲を示す分類で表示されるので環境負荷に対

する評価に大いに役立った。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
今回得られた結果は、2019 年度以前に同様に行った

環境負荷への評価結果と比較することによって結果の検

討を行った。その結果、新しい成膜方法は高集積化に阻

害となるパーティクルの発生数が半減したことが判明し

た。 
上記の結果が得られた原因としては二つの要因が考え

られる。一つは、新しい成膜方法がパーティクル発生の減

少に効果的であったこと、もう一つは、これまで行ってきた

パーティクル数の評価のうち主体的に行われていた手法

が実際には再現性がなかったのに対して、東北大学試作

コインランドリにあるゴミ検査装置のパーティクル数の計数

は再現性がよく、発生低減をより客観的に評価出来たた

めと思われる。 
 

４．その他・特記事項（Others） 
新型コロナウィルス感染症蔓延による緊急事態宣言発

令に伴い、技術代行により、ウェハゴミ検査装置による測

定を東北大学試作コインランドリで行って頂きました。技術

代行を行って頂きました庄子征希研究員に感謝致しま

す。 
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６．関連特許（Patent） 
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